
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
流
通
機
能
向
上
事
業
に
係
る
許
認
可
等
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
流
通
機
能
向
上
事
業
に
係
る
許
認
可
等
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
十
一
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類

は
、
法
第
七
条
第
五
項
第
一
号
ニ
に
規
定
す
る
流
通
機
能
向
上
事
業
の
う
ち
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
登
録
、

変
更
登
録
、
許
可
若
し
く
は
認
可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
法
第
七
十
一

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
（
法
第
七
条
第
五
項
第
一

号
（
同
号
ニ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
事
項
を
除
く
。）を
記
載
し
た
書
類
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

書
類
と
す
る
。

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
十
一
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類

は
、
法
第
六
十
一
条
第
二
項
第
三
号
ホ
に
規
定
す
る
流
通
機
能
向
上
事
業
の
う
ち
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
登

録
、
変
更
登
録
、
許
可
若
し
く
は
認
可
を
受
け
、
又
は
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
法
第
七

十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
（
法
第
六
十
一
条
第

二
項
第
三
号
（
同
号
ホ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
事
項
を
除
く
。）を
記
載
し
た
書
類
及
び
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

（
表

略
）

（
表

略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正

前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
海
技
免
許
の
申
請
）

（
海
技
免
許
の
申
請
）

第
三
条

海
技
免
許
を
申
請
す
る
者
は
、第
二
号
様
式
に
よ
る
海
技
免
許
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

最
寄
り
の
地
方
運
輸
局
又
は
そ
の
運
輸
支
局
若
し
く
は
海
事
事
務
所
（
以
下
「
地
方
運
輸
局
等
」
と
い
う
。）の

う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
経
由
し
て
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

海
技
免
許
を
申
請
す
る
者
は
、第
二
号
様
式
に
よ
る
海
技
免
許
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

最
寄
り
の
地
方
運
輸
局
又
は
そ
の
運
輸
支
局
若
し
く
は
海
事
事
務
所
（
以
下
「
地
方
運
輸
局
等
」
と
い
う
。）の

う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
経
由
し
て
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
十
三
号
様
式
中「

あ
て
















」

を
削
り
、

「
住

所
事
業
者
名

代
表
者
名
（
役
職
名
及
び
氏
名
）


















」

を「
事
業
者
名


















」

に
改
め
る
。

第
十
四
号
様
式
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

３

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
七
号
様
式
に
よ
る
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
改
正
前
の
第
五
号
様
式
に
よ
る
報
告
書
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
十
五
号

復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
流
通
機
能
向
上
事
業
に
係
る
許
認
可
等
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

〇
国
土
交
通
省
令
第
十
六
号

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉


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